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調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―
八
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３
　
発
掘
機
関
　
　
山
口
市
教
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委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
増
野
淳

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
ｉ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

初
頼
遺
跡
は
、
山
口
盆
地
北
東
部
山
麓
の
先
端
の
山
間
部
に
造
ら
れ
た
堤
の

縁
に
位
置
し
、
水
位
が
高
い
時
期
に
は
水
中
に
没
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
中
世

に
山
口
を
支
配
し
て
い
た
大
内

氏
の
館
跡
か
ら
は
北
東
約

一
甑

の
距
離
に
あ
り
、
さ
ら
に
遺
跡

か
ら
北
東
約
四
Ｏ
Ｏ

ｍ
の
山
麓

に
は
、
雪
舟
邸
で
著
名
な
常
栄

寺
が
あ
る
。
堤
の
南
前
方
の
丘

に
初
頼
観
音
堂
が
あ
る
。
大
内

氏
の
時
代
に
創
建
さ
れ
た
と
い

う
初
瀬
寺
は
当
地
よ
り
さ
ら
に

北
奥
の
山
岳
に
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
。
現
観
音
堂

は
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
初
瀬
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
十

一

面
観
音
像

（重
要
文
化
財
）
が
戦
前
ま
で
安
置
さ
れ
て
い
た
。

本
遺
跡
の
調
査
は
、
民
間
の
宅
地
造
成
に
伴
う
緊
急
調
査
と
し
て
行
な
っ
た

札
の
で
あ
る
。
約
九
〇
〇
ポ
を
発
掘
調
査
し
た
結
果
、
谷
間
の
傾
斜
地
に
、
四

本
柱
の
問
、
塀
と
み
ら
れ
る
柱
列
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
溝

・
掘
立
柱
建

物

・
円
形
状
遺
構

・
木
囲
い
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
石
囲
い
遺
構
が
造

ら
れ
た
旧
河
川
を
挟
ん
だ
緩
斜
面
で
、
掘
立
柱
建
物
群
や
土
坑
群
が
検
出
さ
れ

た
。遺

物
は
旧
河
川
の
湿
地
部
の
落
ち
込
み
を
中
心
と
し
て
多
く
出
土
し
た
。
土

器
は
、
量
的
に
は
土
師
器
の
皿
が
最
も
多
く
、
瓦
質
の
鍋
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
そ

の
他
、
須
恵
質
陶
器
の
四
耳
董
、
龍
泉
窯
系
青
磁
、
白
磁
、
青
花
磁
器
、
李
朝
陶

磁
器
、
瀬
戸
美
濃
産
の
天
目
茶
椀
も
出
上
し
て
い
る
。
土
師
器
皿
に
は
、
大
内

氏
館
跡
以
外
で
は
出
土
例
の
稀
な
厚
手
の
も
の
や
、
「理
超
」
や

「涼

（あ
る
い

は
浄
こ

本
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
あ
る
。　
遺
跡
周
辺
は
後
世
に
堤
と
し

て
利
用
さ
れ
た
た
め
、
木
製
品
の
遺
存
状
況
も
良
好
で
、
下
駄

・
櫛

・
桶

・
漆

器

・
羽
子
板
状
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
漆
器
に
は

「明
」
や

「延
」

と
い
う
朱
漆
文
字
が
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

笹
塔
婆
は
塀
に
沿

っ
た
幅

一
二
〇

ｃｍ
前
後
の
溝
の
底
近
く
か
ら
ま
と
ま
っ
て

出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
排
水
用
の
溝
と
思
わ
れ
、
最
終
的
に
は
人
為
的
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
。
①
は
旧
河
川
の
湿
地
部
に
造
ら
れ
た
石
囲
い
遺
構
の
底
か
ら
出…
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土
し
た
。

そ
の
他
の
遺
物
と
し
て
は
、
宝
麓
印
塔
、
石
日
、
鉛
製
の
鉄
砲
弾
丸
五
個
、

銅
銭
な
ど
が
あ
る
「
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
み
て
、
こ
の
遣
跡
が
寺
院
関
連
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

。
「
『

罠

ｌ

К

甍

督

幹

で

で

褒

負

・負

ｔ

・Ｈ

ミ

　

得

４

肇

単

贄

」

。
「
乱
４
買

智

襲
鶴

罵
鷺

性
を本
圭塁
千
忌
日
本

永
四
年
十
月
廿
七
日
童
阿

　

」

騨
Φ
∞
×
μω
Ｘ
Φ
『
　
Φ
ω
μ

②

　

「
熱

〔

『

敬

Ｋ

К

襲

Ц

ゴ

ミ

鶴

Ｘ

鷲

　

為

円

十

ノ
〓

盆

牌
⇔
中
×
μ
∞
×
Ｏ
Φ
　
Ｏ
ω
μ

③

　

「
町
野
内
安
三
河
守
」
　
　

　

　

　

　

　

　

］卜受

巽ヽ
］
冨

①
②
は
笹
塔
婆
で
、
計

一
六
点
出
土
し
た
が
い
代
表
的
な
も
の
を
掲
げ
る
。

長
さ

一
六

・
○
―

一
六

。
四

ｃｍ
、
幅

一
・
ニ
ー

一
・
四
伽
と
ほ
ぼ
同
規
格
で
、

頭
部
は
五
輪
塔
の
形
に
刻
ま
れ
て
お
り
、

一
六
点
全
て
に
墨
書
が
み
ら
れ
る
。

ω
は
表
に
死
者
の
供
養
の
た
め
の
梵
字
が
四
種
続
け
て
書
か
れ
、
一暴
面
に
は
梵

字
に
続
い
て
、
子
供
の
戒
名
、
忌
日
、
僧
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
他
の
一
五
点

は
②
と
同
様
に
片
面
の
み
に
供
養
の
文
字
が
書
か
れ
、
最
後
の
数
字
の
み
が
異

な
る
。

数
字
は

「十
六
」
ｉ
「十
二
」
、
「十
五
」
ｉ
「十
九
」
、
解
読
不
能
が
三
点

で
、
こ
れ
は
供
養
の
日
付
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
．

①
の

「町
野
」
氏
、
「安
」
氏
は
と
も
に
大
内
氏
の
家
臣
と
し
て
実
在
す
る

姓
で
あ
る
。
社
の
用
途
は
分
か
ら
な
い
が
、
厚
手
の
上
師
器
の
出
土
と
合
わ
せ

て
考
え
る
と
、
こ
の
遺
跡
が
大
内
氏
と
直
接
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
確
で

あ
る
。

ω
に
書
か
れ
た

「大
永
四
年
」
全

五
二
四
）
は
、
山
口
で
は
大
内
義
興
の
時

代
で
あ
る
。
文
献
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
、
当
地
区
周
辺
に
は
大
内
盛
見
の
女
が

開
基
し
た

「廣
徳
院
」
と
い
う
尼
寺
が
あ

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も

大
内
教
弘

・
義
隆
と
の
直
接
的
な
関
連
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
創
建
年
代
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
が
ほ
ぼ
盛
見
が
活
躍
し
た

一

五
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
ほ
ば
こ
の
記
載
に
合
致
す
る
。
調
査
区
が
限
定

さ
れ
た
た
め
寺
院
の
主
た
る
遺
構
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
遺
跡
が
廣

徳
院
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。

９
　
関
係
文
献

山
口
市
教
育
委
員
会

『
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瀬
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』
盆
九
九
四
年
）
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